
利用規約 

 

（定義） 

第 1条 

本規約によって定める条項は Kuru-Lab株式会社（以下「当社」という）で運営しているコレカラダ（以下総称して

「本クラブ」という）に適用されるものとします。 

 

（目的） 

第 2条  

本クラブは、会員が本クラブの施設を利用し、会員の健康の維持・増進を図り、会員相互の交流および親睦を深

めることを目的とします。 

 

（会員制度） 

第 3条  

1. 本クラブは会員制とします。 

2. 本クラブに入会される方（法人含む）は、各種手続きにあたり、正確な情報を記載（入力）しなければなりません。 

3. 本クラブは、会員の種類を設定または廃止することがあります。 

 

（入会資格） 

第 4条 本クラブの入会資格は、以下のとおりとします。 

①本規約および本クラブの諸規則を遵守する方（なお未成年の場合は、親権者の同意を必要とします） 

②反社会的勢力に関わりがない方 

③医師等により運動を禁じられておらず、本クラブの利用に支障が無いと自己責任において申告された方 

④心臓疾患・呼吸器系疾患や高血圧と診断されたことがある方は、医師の指導のもと施設を利用できる方 

⑤刺青（タトゥーを含む）をされていない方 

⑥妊娠中でない方 

⑦伝染病、その他、他人に伝染または感染する恐れのある疾病を有しない方 

⑧公的・私的を問わずスポーツクラブ等、会員制の団体より会員資格の停止または除名等の処分を受けたことの

ない方 

⑨当社が適当と認めた方 

 

（会員証） 

第 5条  

1. 本クラブは、会員に対し会員証を交付します。 

2. 会員は本クラブの利用に際し、会員証を提示しなければなりません。 

3. 会員証には、必ず氏名を記載しなければなりません。 

4. 会員証は、本人のみが使用することができ、本人以外の者は使用できません。 

5. 法人会員は、本クラブ利用に際し、当該法人に属することを証する証明書を提示しなければなりません。 

6. 会員は、会員証を紛失した場合は速やかに本クラブで再発行の手続きをとらなければなりません。 

 

 



 

（諸規則の遵守） 

第 6条 会員は、本規約、本クラブが定める諸規則を遵守しなければなりません。施設の利用にあたっては、本ク

ラブの指示に従わなければなりません。 

 

（入場の禁止および退場） 

第 7条 本クラブは、以下の各号に該当する方の入場を禁止または退場を命じることができます。 

①16 歳未満の方 

②反社会的勢力に関わりがある方 

③本規約および本クラブの諸規則を遵守しない方 

④医師等により運動を禁じられている方 

⑤妊娠中の方 

⑥伝染病、その他、他人に伝染または感染する恐れのある疾病を有する方 

⑦酒気を帯びている方 

⑧健康状態が優れない方 

⑨当社が不適当と認めた方 

⑩その他本クラブの施設を利用することが困難であると当社が認めた方 

 

（休会） 

第 8条  

1. 会員は、別途当社の定める事由に該当する場合、休会の手続を取ることができます。 

2. 休会期間中は、当社の定めに従い、会費の全部または一部の支払いが免除されるものとします。また、会費の

支払いに替えて休会費が発生することがあります。 

 

（退会） 

第 9条  

1. 会員が自己都合により本クラブを退会する場合は、利用終了月当月 10日までに、当社所定の書面により本ク

ラブのフロントにて手続きを完了しなければなりません。（電話では退会手続きは完了いたしません。）なお、会員

が死亡した場合でも親族またはこれに準ずる者からの退会届が必要です。 

2. 前項の手続き後、退会届に記載の退会日をもって退会とします。 

3. 会費、利用料等が未納の場合は、第 1項の退会届の提出までに完納しなければなりません。 

4. 退会月の会費は、退会が月の途中であっても、これを全額支払わなければなりません。 

5. 会員が自己都合により会費を 3 ヶ月間以上滞納した場合は、退会扱いとします。ただし、滞納分については全

額支払わなくてはなりません。 

 

（諸手続き） 

第 10条  

1. 会員が入会手続き時に申請した内容に変更があった場合は、速やかに変更手続きをしなければなりません。 

2. 当社より会員の住所あてに通知する場合は、会員から届け出のあった最新の住所宛に行ない、当社は通知の

未達等以後の責を負いません。 

 

 



 

(会員資格の停止および除名) 

第 11条 

１.当社は、会員が以下の各号の一に該当するときは、当該会員の会員資格を一定期間停止または除名し、本ク

ラブ利用契約を解除することができます。 

①当社、グループ当社または本クラブの名誉、信用を傷つけたとき 

②本規約その他当社の定めた諸規則に違反したとき 

③会費その他の債務を滞納し、当社からの催告に応じないとき 

④当社に対し虚偽の申告をし、または重大な事実を隠匿したことが判明したとき 

⑤本クラブの運営秩序を乱し、または乱すおそれがあると当社が認めたとき 

⑥他の会員に迷惑となる行為をしたと当社が認めたとき 

⑦その他、会員としてふさわしくない言動があったと、当社が認めたとき 

⑧本クラブ入会後、暴力団等の反社会的勢力に関与したと当社が認めたとき 

2. 前項による会員資格の停止または除名を受けた会員は、その後当社の運営するすべての施設に入会および

立ち入ることができないものとします。 

 

(資格喪失) 

第 12条 会員は、以下の場合にその資格を喪失します。 

①退会 

②死亡または法人の解散 

③除名 

④運営上重大な理由により本クラブを閉鎖したとき 

 

(会員資格の譲渡) 

第 13 条 本クラブの会員資格は、本人限りとし、譲渡または相続その他の包括的な承継をすることができません。 

 

（入会金、会員証発行等事務手数料、会費および利用料） 

第 14条  

1入会金および会員証発行等事務手数料は、当社が別に定める金額とし、会員は入会時にこれを支払わなけれ

ばなりません。入会金の有効期間は退会時までとし、入会金および会員証発行等事務手数料は、理由の如何を

問わずこれを返還しません。 

2. 会員は、当社が別に定める金額の月会費を、当社所定の方法で支払うものとし、会員が申告した利用開始日

後、既納の会費は利用の有無を問わず、これを返還しません。 

3. 会員は、利用の有無にかかわらず、退会月までの会費を支払わなければなりません。 

4. 当社は、会員が本クラブを利用するにあたり、利用の都度別に定める金額の支払いを求めることができます。 

 

（入会金、会員証発行等事務手数料、会費および利用料等の改定） 

第 15条  

1. 当社は、別に定める入会金、会員証発行等事務手数料、会費および利用料等を改定することができます。こ

の場合、入会金については、新たに入会する会員から適用します。 

2. 前項の改定を行なう場合、当社は 1 ヶ月前までに本クラブの館内掲示などによって会員に告知するものとしま

す。 



3. 当社は、キャンペーンまたはセール等の日程、期間および内容につき事前に会員に告知する義務を負わない

ものとします。 

 

（営業日および営業時間） 

第 16条 本クラブの営業日および営業時間については、別に定めます。 

 

（施設の利用制限） 

第 17条 当社は、競技会、スクール等の諸行事または本クラブの管理もしくはその他当社が必要と認めた場合

に、施設の全部または一部の利用を制限することがあります。 

2. 当社が定めた場合には、会員の施設利用について予約制とすることができます。 

 

（ビジター） 

第 18条 会員は、所定の人数に限り、ビジターを同伴することができます。ただし、ビジターが本規約第 7条の

各項に該当する場合、ビジターの入場を禁止することができます。 

2. ビジターの施設利用の範囲は、同伴した会員に準ずるものとします。ただし、当社が必要と認めた場合には、

利用を制限することがあります。 

3. ビジターは、本クラブ利用に際し、当社が別に定める利用料を支払わなければなりません。 

4. 会員は同伴したビジターに関する一切の責任を負うものとします。 

 

（会員以外の施設の利用） 

第 19条 当社は、特に必要と認めた場合、会員以外の方に本クラブの施設を利用させることができます。 

 

（休業） 

第 20条 当社は、以下の理由により施設の全部または一部を休業することがあります。 

①気象、災害、その他やむをえない理由等により当社が営業を行うことが妥当でないと認めたとき 

②警報・注意報などにより当社が営業を行うことが妥当でないと認めたとき 

③施設の点検、補修または改修をするとき 

④法令の制定、改廃、行政指導、社会経済情勢の著しい変化、その他、やむをえない理由が発生したとき 

⑤年末年始、春季、夏季の一定期間の休業、その他当社の都合により当社が休業を必要と認めるとき 

2. 本条第 1項第 3号から第 5号に定める事由による休業を行う場合、当社は 1 ヶ月前までに会員に告知するも

のとします。 

3. 本条第 1項第 1号および第 2号の事由による休業を行う場合、当社は会員に事前告知することを要しないも

のとします。 

 

（事故発生） 

第 21条 本クラブで会員本人または第三者に生じた人的物的事故については、当社に故意または過失がある

場合を除き、当社は一切の損害賠償の責を負いません。会員が同伴したビジターについても同様とします。 

 

（盗難および紛失） 

第 22条 会員およびビジターが本クラブの利用に際して生じた盗難および紛失については、当社に故意または

過失がある場合を除き、当社は一切の損害賠償の責を負いません。 

 



（忘れ物、拾得物の取り扱いおよび拾得物の拾得者の権利放棄） 

第 23条 本クラブにおける忘れ物について、会員は、当社で定める一定期間経過後に一切の権利を放棄したも

のとし、本クラブにて処分することに異議を述べないものとします。ただし、腐敗等安全衛生上の問題を生じるお

それがある場合、本クラブは、期間の経過前であっても処分を行うことができるものとします。 

 

（会員の損害賠償責任） 

第 24条 会員が本クラブ内において自己の責に帰すべき事由により、当社または第三者に損害を与えた場合

は、会員はその賠償の責に任ずるものとします。会員が同伴したビジターについては、同伴した会員が該当ビジ

ターと連帯して損害賠償の責に任ずるものとします。 

 

（入会申込書等の処分） 

第 25条 会員の入会申込書等は、本クラブでのシステム入力後、所定の方法により処分します。 

 

（解散） 

第 26条 当社は、やむをえない理由による場合には、3 ヶ月前の予告をすることにより本クラブを解散することが

できます。 

2. 解散の理由が天災地変、公権力の命令、強制その他の不可抗力である場合には、前項の予告期間を短縮す

ることができます。 

3. 本クラブ解散の場合、当社は会員に対し、特別の補償は行いません。 

 

（通知方法） 

第 27条 本規約および当社の諸規則に関する通知または予告は、１ヶ月前までに、本クラブ所定の場所に掲示

またはホームページに掲載する方法により行い、これにより、すべての会員はその予告を受けたものとみなします。

ただし、重要な事項に関する通知または予告は個別通知を行います。 

 

（本規約その他の諸規則の改正） 

第 28条 当社は、本規約、細則、利用規定、その他本クラブの運営・管理に関する事項を改定することができま

す。また、その効力はすべての会員に適用されます。 

 

（発効） 

第 29条 本規約は、2019年 11月 15日より発効します。 

 


